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１．はじめに 

全国の常時観測地点に設置された車両感知器によ

り交通量が測定されているが、近年、これらの測定

データを扱う技術の向上により、データの利活用の

可能性が広がっている。そこで本研究では、交通量

の常時観測データ、近年蓄積が進んでいる一般車の

プローブデータ等の道路交通データを基に、社会経

済動向を把握することを試みている。道路交通デー

タから社会経済動向を読み取ることができれば、デ

ータ取得の即時性という点で広く社会に有益な情報

提供が可能になることから、以下に示す研究を進め

ているところである。 

 

２．景気との関連 

 社会経済動向のうち景気については、交通量の常

時観測データと景気動向指数及び景気動向指数を構

成する各指標との関連を分析している。分析では、

交通量という指数が、景気に先行するのか、一致す

るのか、遅行するのか、さらにどのように処理した

交通量データを利用することが適切か等に着目して

いる。 

 

３．観光との関連 

 社会経済動向のうち地域における産業である観光

について、常時観測の交通量との関連分析を進めて

いる。観光に関する指標としては観光入込客数統計

調査があり「観光入込客統計に関する共通基準

（2009.12 観光庁）」によれば、5 箇月以内を目処

に整理され、公表は四半期周期で行うこととされて

いる。これらの統計に対し、道路交通データは、人

力による観測でないことからデータ収集のコストが

低く、また常時観測のため、迅速で細かい期間・時

間帯での集計も可能であり、詳細な統計量公表まで

の観光客数の動向予測への利用が考えられる。分析

では、全国のいくつかの観光地を対象に交通量と観

光入込客数の関係を分析し、常時観測地点の位置と

観光地の関係、地域内の観光以外の一般の交通の影

響、観光客の主な交通手段の構成などの地域特性等

を考慮して、道路交通データから観光客数の動向を

把握できる可能性の高い観光地を抽出することとし

ている。 

 

４．降雪の影響把握 

積雪寒冷地においては、冬期の積雪により、地域

の社会経済や日々の生活に大きな影響を及ぼしてい

る。除雪により、これらの影響の低減が図られては

いるものの、除雪の効果等については、これまで十

分な計測が行われていない。交通量常時観測データ

は、積雪時及び非積雪時の区別なく連続して観測し

ており、積雪深等の気象データとあわせて、観測地

点での路面状況と交通量の関係を把握できる。さら

に、プローブデータを用いることで、路面状況と交

通量の関係を道路網に拡大できる可能性がある。本

研究では、この方法を用いて、除雪の効果を推計す

るための分析を試みている。 

 

５．おわりに 

常時観測データをはじめとする道路交通データに

ついては、インフラの整備・管理の面ではこれまで

も活かされてきたものの、社会経済の面で広く情報

提供につながる利活用については今後研究を進める

必要があり、ここで紹介した分析の結果も随時公表

していく予定である。 
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１．はじめに 

近年、情報技術の進展等により、大量のプローブ

データを入手できるようになり、特定の区間におい

て走行車両の旅行時間を把握することも可能になり

つつある。道路研究室では、このプローブデータを

用いて、旅行時間信頼性指標の算定方法について研

究を行っている。 

２．旅行時間信頼性指標とは 

旅行時間信頼性は、同一区間における旅行時間の

ばらつきに対して、その値の信頼性を示そうとする

ものである。よく用いられる旅行時間信頼性指標に

「90％タイル旅行時間」がある。これは、例えば、

日々の同一時間帯のばらつきを対象とする場合、図

１に示すとおり、90%タイル旅行時間が55分とすると、

90%の日（10日のうち9日）は55分以内で目的地に到

達でき、残りの10%（10日のうちの1日）は55分以上

となることを表す。 

３．データの欠測状況と算定精度との関係分析 

指標を正確に分析するには、データが的確に入手

できている必要がある。しかし、プローブデータは、

分析対象とする時間帯に対して必ずしも十分に入手

できているとは限らない。当然、こういったデータ

の欠測が多くなると、旅行時間信頼性指標の所要の

精度を確保することができなくなると想定される。

そこで、今年度の研究テーマとしてプローブデータ

の欠測状況と旅行時間信頼性指標の精度との関係を

明らかにすることを目的として分析を行った。この

分析例として、午前7時台において60日間毎日、デー

タが取得できた延長約30㎞の区間を対象にした分析

を紹介する。分析の手順は以下のとおり。 

① 取得された全てのデータをもとに、旅行時間の中

央値、90%タイル値を算定（これらを真値とする。） 

② ①の全データに対し、仮想的に欠測区間とデータ

取得日を設定して、データを作成 

③ ②のデータから中央値と90%タイル値を算定し、

図２に示す判定基準を満たすか否かを判定 

④ 欠測区間長割合（0％、10％、20％）及びデータ

取得日数（2～60日）毎に②をランダムに1000回

繰り返し、③により判定基準を満たさない割合

（外れ率）を算定 

分析の結果を図２に示す。当然ながら欠測が少な

いほど精度はあがり、図２では「外れ率10％程度の

精度を得るためには、欠測区間長割合20％の場合、

60日のうち、33日以上でデータが取得できている必

要がある」という結果となる。このような方法を用

いることで入手できたデータから得られる指標値に

精度を提示できるようになる。 

今後、更なる分析を加え、本研究で得られた知見

を含め、旅行時間信頼性指標の算定方法をマニュア

ルとしてとりまとめる予定である。 
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図１ 旅行時間の分布と90％タイル旅行時間 

【平日7：00出発の場合】
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欠測区間長割合20% 33日以上

【判定基準】
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A 真値の中央値±2.5%以内
B 真値の90%タイル値±2.5%以内

図２ データの欠測状況と算定精度との関係 
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